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 広島港計画変更の概要  

既定計画 今回計画

○コンテナ取扱いに関する物流機能強化のため、出島地区に 
 おいて交流厚生用地を港湾関連用地（30.4ha）へ変更。 
○教育施設の移転に対応するため、出島地区において交流厚 
生用地を都市機能用地（2 5ha）へ変更生用地を都市機能用地（2.5ha）へ変更。

○臨海部における賑わい空間の形成に対応するため、宇品地 
 区において緑地を交流厚生用地（9.5ha）へ変更。 
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 広島港出島地区の土地利用計画（既定計画）  

 背 景  

○昭和62年 広島ポ トルネッサンス21計画策定

港湾関連用地 ７ｈａ 

○昭和62年 広島ポートルネッサンス21計画策定 
○平成元年 広島港港湾計画改訂 
 
・国際港湾・物流拠点としての機能強化や交流施 
 設の整備要望 

↓ 
・外貿コンテナを取り扱う国際海上コンテナターミ 

ナルの計画

港湾関連用地 
7ha 

ナルの計画
・国際交流拠点として、メッセ・コンベンション機能 
 等の施設整備に対応する交流厚生用地の計画 

物流機能 

人流・交流 
機能 

「広島ポートルネッサンス２１」における 
出島地区の整備イメ ジ
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出島地区の整備イメージ



 広島港出島地区の土地利用計画の見直し  

 背 景  

・コンテナターミナル背後に倉庫等の物流施 
 設用地の要望 
・広島港における非効率な荷役（倉庫の点在  

や老朽化 横持ちの発生）

人流・交流 
機能 

や老朽化、横持ちの発生）
・類似交流施設の整備（マツダスタジアム） 
・物流拠点に関する国の基本方針 

↓ 
背後 物流施

港湾関連用地
・コンテナターミナル背後に物流施設の立地 
 を進め、コンテナ貨物の輸送拠点としての 
 機能強化のため、港湾関連用地を拡大。 
・交流施設の機能・規模を見直し 交流厚生

物流機能 
港湾関連用地

37ha 

交流施設の機能 規模を見直し、交流厚生 
 用地を縮小。 

土地利用計画見直し後の出島地区の整備イメージ 
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広島港における物流倉庫の現状と課題  
倉庫築造年数倉庫築造年数 

宇品中央地宇品中央地
出島地区出島地区 

海田地区海田地区

老朽化した倉庫 コンテナ取扱に対応していない倉庫 

中中
区区 

海田地区海田地区

海田ＣＴ 平成22年（29棟） 

出島ＣＴ 

平成元年（27棟） 

・コンテナ貨物を取り扱う倉庫が点在 出島地区に、物流施設等の用地を確保す

：倉庫立地箇所 
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・倉庫の老朽化 
・横持ちの発生による非効率な荷役 

ることにより、荷役の効率化を図り、コ

ンテナターミナル背後の物流機能を強化   



 広島港のコンテナターミナルと港湾関連用地  

既定計画 今回計画 

港湾関 
連用地 

コンテナターミナル 

コンテナ 
コンテナ

港湾関連用地 

コンテナターミナル 

港湾関連用地 

ターミナル 
コンテナ

ターミナル 港湾関連用地 

岸壁：-14m ×2バース（660ｍ） 
   -7.5m×1バース（150ｍ） 
ふ頭用地 ：26 2ha

岸壁：-14m ×2バース（660ｍ） 
   -7.5m×1バース（150ｍ） 
ふ頭用地 ：26 2ha
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ふ頭用地  ：26.2ha
港湾関連用地： 7.0ha  

ふ頭用地  ：26.2ha
港湾関連用地：37.4ha  



 コンテナターミナルと港湾関連用地（他港の事例）  

清水港 那覇港 

コンテナターミナル 

港湾関連用地 

岸壁：-15m×2バース（700ｍ） 
   -12m×1バース（500ｍ） 
ふ頭用地 45 5h

岸壁：-15m×1バース（350ｍ） 
   -13m×2バース（600ｍ） 
ふ頭用地 38 5h
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ふ頭用地  ：45.5ha
港湾関連用地：37.7ha  

ふ頭用地  ：38.5ha
港湾関連用地：24.2ha  



 広島港における戦略港湾との関係について  
（現況） （将来）

北米 
韓国（釜山等）、中国 韓国、中国 

（現況） （将来）

広
島
港

広
島
港  

阪
神
港

阪
神
港  

内航フィーダー 

広
島
港

広
島
港  

阪
神
港

阪
神
港  

内航フィーダー 

海外トランシップ 

東南 
アジア等 

ダイレクト ダイレクト 

東南アジア等 北米等 東南アジア等 北米等 

広島港のコンテナ取扱い量（平成20年） 

＜輸送形態の凡例＞ 
 海外トランシップ 
ダイレクト

 外貿コンテナ取扱量：167千TEU 
 内貿コンテナ取扱量： 44千TEU 

（参考）広島港における国際海上コンテナの輸送形態別割合 
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ダイレクト   
 内航フィーダー  

ダイレクト 海外ﾄﾗﾝｼｯﾌﾟ 内航ﾌｨｰﾀﾞｰ 合計 

 63% 34% 3% 100% 

（※H20.11貨物流動調査より） 



 確認の視点  

確認事項
国としての確認の視点 

確認事項 
基本方針※１ 戦略港湾施策※２ 

 
コンテナ取扱いに関

 
国際海上コンテナ輸送網の拠点

 
基幹航路維持・強化のための広域からのコンテナ取扱いに関

する物流機能強化の
ための港湾関連用地
の拡張 

国際海上コンテナ輸送網の拠点
・コンテナターミナルに隣接する地域

に物流拠点を適切に配置する。 

基幹航路維持・強化のための広域からの
貨物集約 
・地方の港湾も含め、我が国全体とし

て効率性が高く、環境にやさしい内
航フィーダーネットワークを形成す航フィーダーネットワークを形成す
るため、地方の荷主も含めた国際コ
ンテナ戦略港湾と地方の港湾との運
営等での連携等強化や、地方の港湾
における内航フィーダー機能の強化における内航フィーダー機能の強化
等ネットワークを支える仕組みづく
りを進める。 

※１：港湾の開発、利用及び保全並びに開発保全航路の開発に関する基本方針 
※２：スーパー中枢港湾政策の総括と国際コンテナ戦略港湾の目指すべき姿 

9 


